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N-Cadherin is a Prospective Cell Surface
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の最終分化マーカーであるα-actinin, cardiac troponin T, connexin-43 に対して免疫染色を行ったと

























審   査   の   要   旨 
 
本研究は、ヒトの骨髄や脂肪組織から、接着性の初代培養細胞集団として調製される間葉系幹細胞画分
の中に、N-cadherinを発現し、心筋細胞へと分化する能力が高い細胞集団が存在することを明らかにした
ものである。実際に N-cadherin特異的抗体で濃縮した N-cadherin発現細胞が、心筋前駆細胞特異的転写
因子群を高発現し、高い心筋分化効率を示すことは、間葉系幹細胞と定義される細胞集団がいかなる細胞
群から構成されているのかを理解する上で、今後の研究に大いに貢献するものである。また、今回の研究
は、マウス胎児の心筋細胞上でヒト間葉系幹細胞を分化させるというシンプルな in vitro実験を利用して
得られた明快な結果であるが、今後の間葉系幹細胞を利用した再生医療研究の発展に大きな手掛かりを与
える重要な発見である。したがって本研究が再生研究分野に与える影響は大きく、本論文の重要性は高い
と言える。 
平成26年1月28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
